
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「声をつなぐ」 

辻元 清美・著(中央公論新社2022年 12 月) 

 

日本では少ない女性の国会議員の中でも、辻元 

清美さんは名前と顔の一致する女性議員の一人 

ではないでしょうか。この著者は 2021 年の選 

挙で落選した辻元さんが、これまでの政治活動を 

振り返り、全国を歩き回り有権者の声を聞き、感 

じ考えたことをまとめたものです。 

女性議員に期待することは、弱い立場の人たち 

の声を国会に届け、具体的な政策に反映されること

です。権力の真ん中にいる男たちの真似をした 

り、男たちの添え物のようにふるまう女性議員では 

ありません。そのことをあらためて考えさせられた

書物です。 

   

 

9 月は「ＯＳＡＫＡ女性活躍推進月間」です 
ＯＳＡＫＡ女性活躍推進会議では、平成 28年度から 9 月を「ＯＳＡＫＡ女性活躍推進月間」と定め

ました。月間中は、女性の活躍推進に関するイベント等を集中的に実施し、機運を盛り上げます。 

それに伴い泉佐野市においても、戎 多麻枝さん(エビタスキャリア代表)を講師に迎え「アンコンシャ 

ス・バイアス講座」(だれにでもある無意識の思い込みを発見しよう）を、令和 5年 9 月 2 日(土)午前 

10 時～正午にレイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター2 階にて開催します。 

本 
いずみさの女性センターでは無料で本の貸し出しを行っています。 

日々の暮らしに役立つ本。あなたに新しい世界を見せてくれる本。 

いろいろと取りそろえていますので、ぜひお立ち寄りください。 

新しい本が入りました！！ 

 

「祝祭の陰で 2020-2021 

コロナ化と五輪の列島を歩く」 

雨宮
あまみや

 処凛
か り ん

・著（岩波書店 2022 年 3 月） 
 

「祝祭」というのは「オリンピック」のことです。 

新型コロナウイルス感染症のなか、オリンピックは開催 

反対の声を無視して一年遅れで開催されました。 

著者の雨宮処凛さんは長年にわたり貧困問題に取り組んで 

きた方です。新型コロナ感染症のため、国は十分な手立てなく

緊急事態宣言を何度も発出し、感染予防対策をしてきました。

それまで貧困状態にあった人はさらに厳しい状態におかれ、仕

事を失い、収入を失い、家を失った人も多くいますがその姿は

隠され、なかなか私たちには見えません。見えない存在にさ 

れているから、多くの人は無関心です。雨宮さんは、炊き 

出しなど支援の現場に出て、食べ物や住まい、生活の支援 

を続けてきました。この本は、「祝祭の陰」でどのような 

ことが起こっていたか、雨宮処凛さんが実際に出かけ、 

人と出会い、見てきたこと、聞いてきたことが 

様々な場所から書かれています。 

 

 

 

Information お知らせ 

いずみさの女性センターは、性別にとらわれず一人ひとりの個性や考え方を大切にし、 
男女が共に豊かに暮らせる社会づくりの活動拠点です。 

 
１．ご存知ですか？ 開館日・休館日 

開館日・時間 
火～土曜日 午前９時～午後５時１５分 
休館日 
日・月曜日（日・月曜日が祝日と重なった場合は翌火曜日も休みです） 
国民の祝日、年末年始 
 

２．登録グループを募集しています 
現在、女性センターには６つのグループが登録しています。登録グループには、活
動場所や活動していくために必要な情報の提供を行っています。男女共同参画に
関する活動をしているグループは、登録しませんか。 
 

３．本を貸し出しています 
「男女共同参画」や「男女平等」をキーワードにして、子育てや生き方、仕事、心や
からだに関する本の貸出しを行っています。国や自治体が発行している統計資料
やリーフレットなども閲覧していただけます。 

ご意見・ご感想を

お寄せください 

<発行> 令和５（２０２３）年８月 

泉佐野市市民協働部人権推進課（いずみさの女性センター） 
〒598-0005 泉佐野市市場東 1丁目 2 番 1 号レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター１階 

TEL・FAX ０７２-４６９-７１２５ 
E-mail hitohito@city.izumisano.lg.jp 

いずみさの女性センター 

 


